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①研修会の目的とクマ被害状況及びその対策 

講師：環境省鳥獣保護管理室 髙橋優 

 研修会の対象者や開催の⽬的、最新のクマの被害状況、国が実施する被害対策として、ク
マの指定管理⿃獣への指定と都道府県への⽀援の強化、クマ被害対策パッケージを解説し
ます。 
 
②鳥獣保護管理法と法に基づく保護管理制度の理解 

講師：環境省鳥獣保護管理室 根上泰子 

 ⿃獣による被害と捕獲者の不⾜、⿃獣保護管理法と法に基づく保護管理制度（狩猟と管理
捕獲）、狩猟免許の取得⽅法を解説します。 
 
③捕獲者としての基本事項 

講師：一般財団法人自然環境研究センター 青木豊 

 ⿃獣の捕獲に従事する際の基本的な事項を理解してもらうため、捕獲者になるまでの流
れ、捕獲⽅法の紹介（わな猟と銃猟）、狩猟と許可捕獲・指定管理⿃獣捕獲等事業との違い、
狩猟者・捕獲者としての⼼構え、知っておくべき基本的な知識を解説します。 
 
④ヒグマの生態と被害対策 

講師：合同会社ワイルドライフプロ 葛西真輔 

 北海道におけるヒグマ対策をめぐる現況を解説した上で、ヒグマの⽣態（体の形態、⽣活
史）と北海道における⽣息状況、ヒグマによる被害の実際（⼈⾝被害、⽣活環境被害、農業
被害）を解説します。さらに、銃器と箱わなによるヒグマの捕獲作業の⽅法、銃器によるヒ
グマ捕獲作業におけるリスクと留意点を解説します。 
 
⑤ツキノワグマの生態と被害対策 

講師：島根県中山間地域研究センター 澤田誠吾 

 最初にツキノワグマの基本的な⽣態（⽣活史、⾝体能⼒、⾏動）と被害実態（農作物被害、
養蜂、果樹など）を解説します。次に⼈の⽣活圏への出没を抑制するための考え⽅（緩衝帯
の設置や集落の環境整備による⾯的対策と防護柵による拠点対策）と具体的な被害対策を
島根県の事例を交えて解説します。 
 
⑥警察官 OB・自衛官 OB としての経験談 

講師：宮城県大河原地方振興事務所 板橋勝・大浦登 



 
 

警察職員 OB と⾃衛官 OB が、宮城県の⿃獣被害対策専⾨指導員になった経緯や捕獲作
業（箱わなによるイノシシの捕獲）の内容、警察職員 OB、⾃衛官 OB が⿃獣捕獲に従事す
ることに対することについて、経験を交えてお話しします。 




